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市
民
活
動
理
由
に
「発
注
中
止
」

「国
が
威
嚇
」賠
償
命
令

建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

の
元
社
長
が
、
仕
事
と
は
無
関

係
の
市
民
活
動
を
理
由
に
国
土

交
通
省
の
幹
部
か
ら

「公
共
事

業
の
発
注
を
中
止
す
る
」
と
脅

さ
れ
、
取
締
役
辞
任
に
追
い
込

ま
れ
た
な
ど
と
し
て
、
国
に
損

害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
控
訴

審
判
決
が
１０
日
、
東
京
高
裁
で

あ

っ
た
。
野
山
宏
裁
判
長
は
、

「民
間
企
業

へ
の
威
嚇
」
だ
と

判
断
し
、
請
求
を
棄
却
し
た

一

審

・
東
京
地
裁
判
決

を
変
更

し
、
国
に
約
５
３
０
万
円
の
賠

償
を
命
じ
た
一

判
決
に
よ
る
と
、
元
社
長
の

男
性
は
、
東
京
湾
に
海
上
要
塞

牲
し
て
造
ら
れ
た
人
工
島

「認

堡
」
の
保
存
活
動
を
す
る
団
体

に
所
属
。
２
０
１
０
年
に
国
が

海
堡
の

一
部
を
取
り
壊
し
た
こ

と
を
知
り
、
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
に
保
存
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
た
。
同
整
備

局
幹
部
が
別
の
取
締
役
を
呼
び

出
し
て

「国
の
事
業
を
発
注
し

な
い
」
と
迫
り
、
男
性
は
取
締

役
の
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
と

い
う
。
判
決
は
、
国
交
省
幹
部
の

対
応
を

「民
間
企
業
の
経
営
や

個
人
の
進
退
に
対
す
る
、
法
律

に
基
づ
か
な
い
介
入
」
と
指
摘
。

「請
願
権
」
を
保
障
し
た
憲
法

・６
条
に
も
違
反
す
る
と
し
た
。

国
交
省
は

「今
後
の
対
応
は
判

決
を
精
査
し
検
討
す
る
」
と
し

て
い
る
。
　
　
　
八
北
沢
拓
也
）

東京高裁
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国
交
省
不
当
介
入

東
京
湾
内
の
要
塞
遺
構

「海
堡
」
の
保
存
を
国
土

交
通
省
に
請
願
し
た
と
こ

ろ
同
省
職
員
か
ら
圧
力
を

受
け
た
と
し
て
、
建
設

コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
元

社
長
が
国
に
約
９
０
０
０

認
定

「請
願
権
を
無
視
」

万
円
の
賠
償
を
求
め
た
訴

訟

の
控

訴
審

判

決

が

１０

日
、
東
京
高
裁
で
あ

っ
た
。

野
山
宏
裁
判
長
は

「請
願

権
を
保
障
し
た
憲
法
を
無

視
し
、
法
的
根
拠
の
な
い

介
入
を
し
た
」
と
認
定
。

請
求
を
退
け
た
１
審

・
東

京
地
裁
判
決
を
変
更
し
、

国
に
約
５
３
０
万
円
の
賠

償
を
命
じ
た
。

判
決
に
よ
る
と
、
原
告

の
島
崎
武
雄
さ
ん
（８‐
）
＝

千
葉

県
＝

が

２

０

１

０

年
、
同
省
の
方
針
に
反
し

て

「海
堡
」
の
保
存
を
求

め
る
請
願
を
同
省
の
地
方

機
関
に
し
た
と
こ
ろ
、
同

省
職
員
が
島
崎
さ
ん
の
部

下
に

「島
崎
の
辞
表
を
持

っ
て
こ
い
」
と
脅
迫
。
同

省
か
ら
会
社

へ
の
事
業
発

注
を
や
め
る
と
告
げ
ら
れ

た
。
判
決
は

「発
注
停
止

を
示
唆
し
て
威
嚇
的
に
警

告
し
て
お
り
、
会
社
の
経

営
や
個
人
の
出
処
進
退
に

対
す
る
違
法
な
介
入
だ
」

と
指
摘
し
た
。
【服
部
陽
】

東
示

裁
逆
転
半」
決


